
可
羽
小
股
忽
五

可
観
小

説

巻

五

言

一
、
大
久
保
彦
左
衛
門
が
叫
職
場
の
心
得

嶋
阪
合
戦
の
時
、
松
平
伊
一
旦
守
可
被
む
候
旨
被
仰
波
候
。
出
馬
の
前
、

大
久
保
彦
左
衛
門
宅
へ
被
参
被
申
候
は
‘
御
自
分
陀
は
跡
三
党
あ
る

御
人
也
.
此
皮
何
ぞ
心
得
民
間
同
成
郎
候
は
ぽ
、
御
巾
間
伐
帥
酬
に
仕
度

と
被
巾
候
へ
ば
‘
何
の
御
心
得
陀
山
田
成
事
を
可
被
巾
健
改
.
何
郁
も

娘
一
之
候
。
例
の
十
鈴
附
置
を
放
K
も
指
物
に
も
し
‘
人
数
も
イ
館
設
に

て
は
じ
き
立
/
¥
候
が
能
侠
と
て
、取
合
不
巾
候
。
伊
豆
殿
無
疋
な
る

事
を
被
申
候
o
h
ど
け
時
一
掛
川
河
一
剖
哨
も
時
に
よ
る
都
な
り
。
何
ぞ
思

召
寄
承
度
と
強
て
被
巾
候
。
い
や
何
も
可
申
事
無
之
候
。
合
職
は
時

陀
至
て
の
岬
型
化
に
候
へ
ば
‘
袋
元
陀
居
候
て
何
を
申
候
て
も
、
用
に

立
申
も
の
に
て
蛙
之
候
。
人
々
料
仙
の
ご
と
く
に
し
た
る
が
能
候
。

只
ひ
と
つ
巾
皮
事
候
へ
ど
も
と
被
巾
候
陀
付
、
少
も
心
底
E
不
磁
承

皮
と
被
巾
候
へ
ば
、
そ
と
に
て
候
。
此
度
の
俊
一
授
ど
も
の
筒
抜
・

何
の
鍬
や
鈴
迄
持
て
居
て
何
程
の
都
か
あ
ら
ん
と、

敵
を
い
や
し
め

あ
な
ど
り
給
品
都
な
か
れ
。
只
天
下
わ
け
め
の
合
職
と
思
召
.・
半
間

な
き
ゃ
う
に
仰
心
得
被
成
候
背
中
第
一
陀
候
。
此
外
は
何
も
申
都
た
し

べ
昔
も
の
な
し
。
北
協
に
っ
ぽ
く
ら
袋
杭
倒
的
叫
U
る
に
、
米
五
六
列
許

入
た
る
あ
り
。
是
成
と
も
と
思
ひ
て
添
来
h
y
.

首
質
験
の
時
是
を
添

て

mr。
沿
凶
郎
が
首

E
見
知
も
の
も
有
て
無
疑
。
共
上
豆
州
の
一
試
。

此
首
お
疑
な
し
、

此
米
の
入
た
る
を
添
へ
た
る
に
て
、
狛
以
て
蛇
…
疑

大
将
也
。
か
や
う
陀
兵
根
提
出
最
た
る
時
左
る
に
、
大
将
在
れ
ば
と
そ

此
六
升
許
の
米
を
持
ち
た
れ
。
是
は
外
の
時
鐙
・打
物
を
添
来
る
よ
り

も
埼
た
る
時
W
秘
主
り
と
。
人
皆
豆
州
の
は
や
き
批
判
を
感
宇
。

一
、
主
人
の
使
途
中
陀
て
絡
に
遜
ふ
時

伊
豆
守
山
眠
、
或
時
木
下
附
庖
に
野
ら
れ
し
は
.
判
明
の
艇
を
持
た
る
も

の
.
主
人
の
佼
陀
行
道
民
て
仙
普
民
進
候
時
は
‘
使
を
不
動
し
て
HE
を

討
べ
き
も
の
に
候
ゃ
。
又
伎
の
方
主
動
て
仇
を
堺
市
川
敷
候
ゃ
。
い

づ
れ
を
先
陀
す
ぺ
〈
快
哉
。
忠
孝
の
二
つ
我
等
は
何
と
も
蛾
妨
候
と

あ
り
。
問
庵
聞
て

・
御
合
鈷
ま
ゐ
り
由
。
間
同
敷
候
。
左
絞
の
事
は
率
問

に
て
候
と
て
谷
に
は
、
右
の
絞
成
事
は
左
き
事
に
て
候
。
相
闘
の
緋
持

た
る
も
の
、
主
人
を
荊
て
つ
か
へ
可
申
桜
無
之
侠
と
返
答
也
。
難
有

答
也
と
ぞ
。

恐

-z。
服
庖
の
答
航
川
帥
叫
に
能
被
巾
候
。
父
及
び
兄
弟
乃
至
従
父
昆

弟
迄
の
復
仇
の
差
別
は
、組
経
K
も
み
え
た
り
。
順
施
共
を
以
て
如

可

m
d既
怨
五

i¥ 
四

果
し
て

天
草
四
I!B 
も
只
の
も
の
陀

て
は
1!¥I; 
之
と
ぞ

彦
左
下
町君
主j:!

の
通

と
也
。
妄
州
大
医
信
服
し
て
、
さ
れ
ば
と
そ
御
自
分
の
都
政
・
中ι
叩仰の

御
一
言
も
承
ら
ん
と
赴
迄
会
り
候
。
方
至
極
せ
り
と
て
出
仰
な
り
。

た
り
。

一
、
天
草
四
郎
の
首
獲
た
る
人

凶
郎
が
首
を
抽
出
た
る
は
、
鍋
川
町
加
賀
守
殿
内
一
刷
出
。右
衛
門
と
云
も
の

也。

臨
訴
同
咽
託
制
品
川
訴
時
叫
日
護
活
段
々
披
を
衆
巾
侠
は
付
、

榊
氏
も
巡
行
く
。
此
時
忽
然
と
し
て
一
人
る
り
て
云
様
は
、
叩
一
叫
附

比
一
叫
ん
吋
し
大
将
を
討
た
ん
と
忠
は
ど
、
赴
よ
り
左
へ
/
¥
と
行
べ
し
。
共

米
民
議
垣
あ
り
、
そ
れ
よ
り
左
へ
付
〈
べ
し
と
一
耳
。
数
の
如
〈
行
た

る
所
K
・
策
茸
の
物
置
の
様
な
る
所
あ
り
の
そ
の
所
へ
行
て
み
れ
ば
・

人
二
三
人
み
え
た
り
。
彼
者
を
見
て
一
耳
綴
は
、
此
所
迄
心
が
け
来
給

ふ
は
奇
特
な
り
。
我
は
此
皮
の
大
将
一
大
草
凹
郎
也
。
よ
き
敵
に
あ
は

w
h

名
乗
て
討
死
す
べ
き
と
制
作
侠
へ
ど
も
、
来
る
人
な
か
り
き
。
我

首
取
侠
へ
と
て
少
も
さ
わ
が
や
'
。
一
糾
は
此
首
相
却
に
行
常
り
、
少
し
狛

抽
出
す
る
を
見
て

、
は
て
是
迄
深
入
し
、
高
名
主
心
懸
ら
る
与
に
は
似

合
ね
都
也
。
は
や
く
首
を
取
恨
へ
と
山
ι
故
.
共
催
首
を
取
候
。
何
ぞ

訟
械
に
と
見
廻
せ
ど
も
、
す
は
だ
に
て
大
小
も
不
帯
‘
何
を
験
に
す

此
小
た
る
も
の
也
。
但
此
答
は
順
胞
に
て
は
不
可
有
之
。
仔
細
は

順
庵
は
天
和
年
中
、
制
H
務
よ
り
被
召
山
州
候
以
来
・
江
戸
陀
て
漫
腕
(

也
。
伊
豆
守
肢
は
天
和
以
前
に
死
去
也
。
そ
の
う
へ
此
答
語
、
順

胞
の
筑
仙
献
に
不
似
。
再
タ
人
温
北
舶
に
て
J
Z
路
の
人
な
ど
へ
か
様
に

芭
切
成
部
被
巾
人
民
て
な
し
o
定
て
林
春
驚
か
、
山
崎
間
備
な
る

べ
し
。
問
燃
は
毎
L
K

椛
勢
の
人
民
向
て
・
か
帥
艇
の
都
北
ハ
巾
た
る
人
‘

共
上
時
代
も
制
限
な
り
。
務
総
も
共
人
と
は
不
被
忠
候
得
共
・
林

家
の
都
、
心
安
く
山
即
答
布
之
候
。
以
上
県
鍛
も
林
氏
の

E
m唱な
れ

ば
な
り
。

一
、
板
倉
内
服
疋
の
討
死

板
倉
内
勝
正
殿
、
天
草
花
て
討
死
の
都
世
人
々
終
判
す
る
郁
也
。
忠

死
と
は
難
巾
と
一
耳
ふ
人
も
あ
り
o
此
等
は
難
決
事
也
。
周
防
守
殿
‘
出

陣
前
陀
も
、此
皮
は
大
事
の
所
な
り
・
一
授
と
思
ひ
怒
h
k

敷
張
舞
不
可

有
之
。中
々
思
ム
級
陀
は
雛
成
か
ら
ん
。
部
克
討
死
と
忠
ひ
観
る
よ
り

外
は
有
ま
じ
き
と
被
巾
侠
炉
内
云
。
又
伊
一一
良
守
政
会
活
以
後
民
候
は
ピ

占
ん
な
れ
ど
も
、
討
死
は
は
や
き
と
巾
も
の
も
候
。
伊
豆
守
訴
て
被
治

候
陀
付
、
周
防
守
殿
よ
り
孤
討
死
を
勧
め
ら
れ
し
と
の
稔
も
あ
り
。

未
決
の
設
也
。
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